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兼第３０回全国高等学校ソフトボール選抜大会北海道予選会開催要項 

主催  北海道ソフトボール協会 ・ 北海道高等学校体育連盟 
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会場  はまなす国体記念石狩市スポーツ広場 

九連覇 とわの森三愛高等学校 

 
 



 

遠軽は、１回裏、１番「渡邊望」が内野安打で出塁後、二盗塁して三進後、２番「熊井彩香」

の中堅手前安打で生還し１点を先制し、続く２回にも、７番ＤＰ「林 香澄」の左翼線三塁打

などで４点を加え、更に、３回に２点、４回には、３安打、４四球など打者１０人の攻撃で５

点を追加し５回コールドで準々決勝進出を決めた。一方、小樽桜陽は、３回表に四球で出塁し

た打者走者が敵失などで１点を返し、５回にも、４番「三野智絵」の右翼手越え三塁打で２点

を返し反撃するも、遠軽「佐藤絢香」に後続を絶たれた。 

 

 

札幌啓成・江別・千歳は、１回裏に敵失で出塁した打者走者が２盗塁を決め三進し、４番「宮

本美幸」の右翼手前安打で１点を先制し、２回にも、９番「新沼香奈絵」の左翼線三塁打での

出塁を足掛りに２点を追加、続く３回にも、４番「宮本美幸」の右中間三塁打、６番「小島栄

美」の右中間２点本塁打など打者１０人の攻撃で６点を追加し５回コールドで準々決勝進出を

決めた。一方、岩見沢緑陵は、札幌啓成・江別・千歳「笹川 遥」に１安打に封じ込められ反

撃のきっかけを掴むことが出来なかった。 

 



 

大野農業は、１回裏、先頭打者「松尾奏瑛」、３番「千田佳奈」の中堅手越三塁打など５安打

で３点を先制し、６回にも、３番から６番打者までの４連打で２点を追加し、投手「田中茜

栞」が、苫小牧総合経済の攻撃を散発３安打に完封し、決勝進出を決めた。一方、苫小牧総合

経済は、５回表無死で、４番「東元琴音」が右中間三塁打を放ち出塁するも、三本間でタッチ

アウトとなり反撃の機会を失し、苫小牧総合経済「田中茜栞」に散発３安打に完封され反撃の

きっかけを掴むことが出来なかった。 

 

 

札幌東商業は、１回裏無死で１番「池田毬乃」が内野安打で出塁、盗塁、敵失、犠打で１点を

先制し、３回にも、死球、内野安打の出塁後、犠打と暴投で２点を加え、更に、４回にも、５

番「松浦那緒」の中堅手越えランニング本塁打など打者一巡の攻撃で６点を加え、５回コール

ドゲームで準々決勝進出を決めた。一方、釧路北陽は、敵失、野手選択で打者走者を出すも、

その後の攻撃を札幌東商業「水上詩織」に完封され、反撃のきっかけを掴むことが出来なかっ

た。 

 



 

帯広大谷は、１回裏に、８番「住吉神奈」の中堅手越え三塁打を含む８安打で、打者１４人の

攻撃で大量９点を先制すると、続く２回にも、６番「杉山未咲」の左翼手越えランニング本塁

打を含む打者１２人の攻撃で７点を追加し、序盤で試合を決定づける５回コールドで準々決勝

進出を決めた。一方、苫小牧東は、帯広大谷「庄司梨奈,相良未来」の投手リレーの前に、１安

打に完封され反撃のきっかけを掴むことが出来なかった。 

 

 

とわの森三愛は、１回裏、４安打、４四球を含む打者１２人の攻撃で、大量８点を先制する

と、続く２回にも、５番「平川穂波」が左中間三塁打で出塁後、敵失で生還し１点、３回１点

を加え、４回には、６番「渡辺涼香」、９番「佐々木輝」の二塁打などで３点を加え、５回コ

ールドで準々決勝進出を決めた。一方、旭川商業は、とわの森三愛「鬼束 葵」に散発３安打

に封じ込められ反撃のきっかけを掴むことが出来なかった。 

 



 

当別は、２回裏に敵失で１点を先制し、続く３回に、４安打、１四球・１死球など打者１０人

の攻撃で４点を加え、更に、４回にも、３番「菊地菜月」が右翼手前安打で出塁後、４番、５

番の連続安打で生還し、４番「勘田美夏」が８番「田中理穂」の犠飛で２点を加え５回コール

ドで準々決勝進出を決めた。一方、滝川西は、当別「鬼束 葵」の投球の前に、失策による１

出塁のみに終わり、反撃のきっかけを掴むことが出来なかった。 

 

 

佐呂間・北見藤女子は、１回表に２点を先制されるも、その直後の１回裏に、１番「保科いず

み」が内野安打で出塁し、２盗塁を決め無死三塁として、２番打者の内野ゴロで１点を返し、

４番「澤田花奈」の左翼線三塁打と５番「宮田晏朱」の右翼手犠飛で２点を追加し逆転する

と、続く３回に１点を、更に、４回裏に打者１０人の攻撃で５点を追加し、５回コールドで

準々決勝進出を決めた。一方、札幌東陵は、１回表に、４番「三國華奈」の二塁打で２点を先

制するも、佐呂間・北見藤女子「宮田晏朱」に、その後の攻撃を封じられた。 

 



 

札幌啓成・江別・千歳は、１回表、３番「長谷川綾花」が、内野ゴロ三塁封殺の間に一塁に出

塁、暴投、重盗で生還し１点を先制、３回にも、３番「長谷川綾花」の左翼線二塁打などで２

点を、更に、６番「小島栄美」の右翼手犠飛で１点を加え、遠軽の攻撃を、投手「森川 遥」

が、３回裏の１点に抑え準決勝進出を決めた。一方、遠軽は、３回裏無死から、７番「安藤郁

美」が右中間三塁打で出塁し、暴投で生還し１点を返すも、札幌啓成・江別・千歳「森川 

遥」に、その後の攻撃を封じられた。 

 

 

札幌東商業は、１回表に１番「池田毬乃」、３番「長田理沙」が共に内野安打で出塁し、一死

後、４番「大日向利香」の左翼手越え三塁打で２点を先制し、６回に２安打と３盗塁、敵失な

どで３点を加え、大野農業の攻撃を、１回裏の１点に抑え準決勝進出を決めた。一方、大野農

業は、１回裏無死で、１番「松尾奏瑛」が死球で出塁後、犠打で二進、暴投で三進後、３番

「千田佳奈」の右翼手前安打で１点を返すも、札幌東商業「水上詩織」に、その後の攻撃を封

じられた。 

 



 

とわの森三愛は、１回表無死から、１番「穴原加菜」が右翼手越え二塁打で出塁し、２番「碇 

純香」の右翼手前安打で三進し、５番「平川穂波」の右翼手犠飛で１点を先制、３回には、５

番「平川穂波」が、左中間ランニング本塁打で１点を加え、４回に１点、５回にも１点を加

え、投手「鬼束あかり」が、帯広大谷の攻撃を２安打に抑え準決勝進出を決めた。一方、帯広

大谷は、とわの森三愛「鬼塚 束」の前に散発２安打に抑えられ、反撃のきっかけを掴むこと

が出来なかった。 

 

 

当別は、２対１とリードされた６回表に、敵失、内野安打、犠打、四球での満塁時に、７番

「松本好実」の左翼手前安打で１点を返し同点とし、続く７回表二死から内野ゴロ封殺の間に

一塁に出塁した打者走者が、左翼手飛球が、落球失策となり、一塁走者が一挙本塁に生還し逆

転で接戦を制し準決勝進出を決めた。一方、佐呂間・北見藤女子は、４回裏に、３番「伊藤 

舞」、４番「澤田花奈」が連続安打で出塁し、５番「宮田晏朱」の左翼手前安打で２点を先制

するも、その後の攻撃を、当別「西岡綾菜」に、その後の攻撃を封じられた。 

 



 
札幌啓成・江別・千歳は、２回裏同点となって向かえ先頭打者７番「谷江あみ」右越え三塁打

で出塁、一死後タイムリ－・犠打失・安打の後四球と死球で走者「谷江あみ」「新沼香奈絵」

「菊池実紗」が生還し３点を奪い４点として、前半で試合が決まり三高の連合チームが決勝に

進んだ。一方の札幌東商業は、２・３回とも先頭打者「武田 瞳」・「原田みちる」が二塁打

出塁し、タイムリーで得点２点とした。 

 

 
とわの森三愛は、１番「穴原加菜」のライト線ランニング本塁打で先制点とし、４回裏は一死

後６番「渡辺涼香」左前に二塁打で出塁、「高橋友萌」のタイムリ－により１点加点、６回裏

には「鬼束 葵」右前安打出塁、代走「富山千愛」が生還３点目となり九連覇を掛け決勝に進

めた。当別は「西岡綾菜」が２回に連続三振を奪い、６回に連打を許しただけと好投し、守備

も要所を抑えていた。惜しくも打線が「鬼束あかり」投手の前に安打３本・三振１１個を喫

し、かろうじて完封は免れた。 

 



 

とわの森三愛は、３回裏無死８番「高橋友萌」安打出塁二死後、「碇 純香」内野安打で１点先

制とし、５回表に１点献上同点となった裏の攻撃、一死後９番「佐々木 輝」出塁・犠打二死・

四球で一・三塁となり、３番「鬼束あかり」勝越し打４番「鬼束 葵」二塁打で３点目となり優

勝を決める。輝かしい九連覇を達成した。札幌啓成・江別・千歳は４回まで三者凡退で進み、５

回表４番「宮本美幸」先頭打者三塁打出塁、「小島栄美」タイムリ－で一矢を報いた。 


